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ユコス事件の周辺 

アの石油最大手はどこへ行くのか－ 

大株主であるプラトン・レベジェフとミハイル・ホドルコフ

発するユコス事件は、その後、政権サイドが次々とユコス・

いう形で進展し、ユコスへの狭義の破産措置（清算、資産の

によるユコスの資産の没収の可能性が懸念される状況が生じ

可能性も残っているが、仮に破産を免れても、ユコスが今後

のは確実で、同社の投資戦略に支障が生じるのは避けられな

ば、当座の生産を維持できる可能性は残っているが、投資案

目処が立たず凍結されることになるであろう。 

ルコフスキー逮捕後のユコス事件の推移、ユコスが置かれて

事態進展のシナリオ等について考察したい。 
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